
(57)【要約】

【課題】座の外周面等にメッキやアルマイトその他の塗

装などにより美しく仕上加工をする必要のないハンドル

錠の提供。

【解決手段】一対の把手５０，５１は、略コ字形状であ

り、扉３の室外側と室内側の扉面に設置された上・下両

側の座４，５に可動自在に取り付けられる。外側把手５

０側の座４には扉３をほぼ貫通する取付柱６１が設けて

あり、扉３の外面及び内面に外側の座４，５、内側の座

４，５を対称的に配置して、取付柱６１に形成された雌

ねじ６１ａに扉３の室内側から取付板を介して取付ネジ

６３により、上側の座４，４、下側の座５，５を扉３の

内外の扉面に固定する。把手５０，５１の両端部には、

断面矩形状の短筒状の座４，５を収容可能な凹部５０ａ

，５１ａが形成されている。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
扉 の 戸 先 側 に 設 け ら れ 、 ラ ッ チ ボ ル ト を 有 す る ラ ッ チ 錠 と 、
扉 の 両 面 に そ れ ぞ れ 座 を 介 し て 設 け ら れ 、 押 し と 引 き の 一 方 又 は 双 方 の 操 作 が で き る よ う
に 保 持 さ れ た 把 手 と 、
こ の 把 手 の 前 記 操 作 に よ り 前 記 ラ ッ チ 錠 の ラ ッ チ ボ ル ト を 後 退 可 能 と す る 作 動 機 構 と を 備
え る ハ ン ド ル 錠 に お い て 、
前 記 把 手 の 少 な く と も 一 端 部 に は 、 前 記 座 を 覆 う 凹 部 が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ル 錠 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 座 は 、 短 筒 形 状 で あ り 、 扉 表 面 か ら 突 出 し て 扉 の 両 面 に ２ 個 ず つ 設 置 さ れ て お り 、
前 記 ハ ン ド ル 錠 は 、 略 コ 字 形 で あ り 、 そ の 開 放 両 端 部 に は 、 前 記 座 に 外 嵌 さ れ る 前 記 凹 部
が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ハ ン ド ル 錠 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 把 手 の 押 し 操 作 や 引 き 操 作 に よ り 扉 を 開 閉 す る ハ ン ド ル 錠 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 プ ッ シ ュ ・ プ ル 式 の ハ ン ド ル 錠 が 知 ら れ て い る 。
図 ８ 及 び 図 ９ は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ １ ３ ０ ８ 号 公 報 に 示 さ れ る 従 来 の プ ッ シ ュ ・ プ ル 式
ハ ン ド ル 錠 を 示 し 、 図 ８ は 、 一 点 鎖 線 で 示 す 扉 の 開 放 端 側 か ら 見 た 側 面 図 で あ り 、 図 ９ は
、 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
通 常 、 ハ ン ド ル 錠 は 、 一 対 の 把 手 ７ ４ ， ７ ５ が 、 扉 ７ ０ の 室 外 側 と 室 内 側 の 各 扉 面 （ 扉 の
表 面 又 は 裏 面 ） に 上 下 に 離 間 し て 配 置 さ れ た 座 ７ １ ， ７ ２ を 介 し て 設 け ら れ る 。 し か も 、
そ の 際 、 一 対 の 把 手 は 、 扉 に 内 蔵 さ れ る 錠 ケ ー ス ７ ３ を 挟 ん だ 対 称 位 置 に 取 り 付 け ら れ る
。 座 ７ １ ， ７ ２ に は 、 把 手 ７ ４ ， ７ ５ の 押 し 操 作 又 は 引 き 操 作 に よ り 、 ラ ッ チ 錠 の 錠 ケ ー
ス ７ ３ か ら 出 没 自 在 に 設 け ら れ た ラ ッ チ ボ ル ト ７ ６ の 後 退 を 許 容 す る 作 動 機 構 が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 下 両 側 の 座 ７ １ ， ７ ２ は 、 扉 面 に 対 面 す る 基 端 側 （ 錠 ケ ー ス 側 ） に 開 口 し た 略 筒 状 の も
の で あ っ て 、 こ の 座 ７ １ ， ７ ２ の 先 端 壁 に は 把 手 ７ ４ ， ７ ５ の 端 部 が 接 続 さ れ る 。
そ し て 、 把 手 ７ ４ ， ７ ５ の 上 端 部 に 設 け ら れ た 連 結 部 が 、 座 ７ １ に 設 け ら れ た 前 記 作 動 機
構 と 接 続 さ れ て お り 、 把 手 ７ ４ ， ７ ５ の 押 し 操 作 又 は 引 き 操 作 に よ り ラ ッ チ 錠 の ラ ッ チ ボ
ル ト ７ ６ が 進 退 可 能 と さ れ て い る 。 な お 、 こ の 連 結 部 等 が 外 部 か ら 見 え な い よ う に 、 座 ７
１ ， ７ ２ の 先 端 側 小 径 部 が 、 把 手 ７ ４ ， ７ ５ の 端 部 に わ ず か に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 構 造 で は 、 座 自 体 は 、 扉 表 面 か ら の 突 出 部 が 外 部 に そ の 高 さ 方 向 に
大 き く 露 出 し て お り 、 人 の 目 に 触 れ る 状 態 で あ っ た 。 こ の た め 、 座 の 外 周 面 等 を 把 手 と 同
様 に 、 メ ッ キ や ア ル マ イ ト そ の 他 塗 装 な ど に よ り 美 し く 仕 上 加 工 を す る 必 要 が あ っ た 。 そ
の 結 果 、 座 の 製 造 ・ 加 工 に は 、 時 間 と 手 間 が か か り 、 費 用 も か か っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 主 た る 目 的 は 、 座 の 外 周 面 を ほ と ん
ど 加 工 す る 必 要 が な く 、 全 体 と し て 極 め て 安 価 な ハ ン ド ル 錠 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 錠 は 、 扉 の 戸 先 側 に 設 け ら れ 、 ラ ッ チ ボ ル
ト を 有 す る ラ ッ チ 錠 と 、 扉 の 両 面 に そ れ ぞ れ 座 を 介 し て 設 け ら れ 、 押 し と 引 き の 一 方 又 は
双 方 の 操 作 が で き る よ う に 保 持 さ れ た 把 手 と 、 こ の 把 手 の 前 記 操 作 に よ り 前 記 ラ ッ チ 錠 の
ラ ッ チ ボ ル ト を 後 退 可 能 と す る 作 動 機 構 と を 備 え る ハ ン ド ル 錠 に お い て 、 前 記 把 手 の 少 な
く と も 一 端 部 に は 、 前 記 座 を 覆 う 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 好 ま し く は 上 記 構 成 に 加 え て 、 前 記 座 は 、 短 筒 形 状 で あ り 、 扉 表 面 か ら 突 出 し て 扉
の 両 面 に ２ 個 ず つ 設 置 さ れ て お り 、 前 記 ハ ン ド ル 錠 は 、 略 コ 字 形 で あ り 、 そ の 開 放 両 端 部
に は 、 前 記 座 に 外 嵌 さ れ る 前 記 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ル 錠 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 錠 に つ い て 、 実 施 例 に 基 づ き 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 錠 を 外 開 き 扉 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 室 外 側 か ら 見
た 正 面 図 で あ る 。
本 実 施 例 の ハ ン ド ル 錠 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 扉 枠 ６ ０ の 一 方 の 縦 枠 に 、 ヒ ン ジ ２ ， ２ を
介 し て 蝶 着 さ れ た 扉 ３ に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ は 、 錠 ケ ー ス １ の 一 部 を 破 断 し て 示 し た ハ ン ド ル 錠 の 正 面 図 で あ る 。
扉 ３ の 戸 先 側 の 上 下 方 向 中 央 部 に は 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ や デ ッ ド ボ ル ト ９ １ を 備 え る 錠 ケ ー
ス １ が 埋 設 し て 取 り 付 け ら れ 、 そ の 錠 ケ ー ス １ を 挟 む よ う に 、 扉 ３ の 表 裏 面 に は そ れ ぞ れ
把 手 ５ ０ ， ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 こ の 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 上 端 部 の 動 作 に
よ り ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 進 退 が 可 能 と さ れ る 従 来 公 知 の 機 構 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 扉 ３ の 戸 先 側 に は 、 錠 ケ ー ス １ と 、 こ の 錠 ケ ー ス １ 内 に 内 蔵 さ れ て い
る ラ ッ チ 錠 ２ ０ と 、 シ リ ン ダ ー ９ ０ を キ ー 又 は 図 示 し な い 室 内 側 の サ ム タ ー ン の 操 作 に よ
っ て 動 作 さ せ て 施 解 錠 す る デ ッ ド ボ ル ト ９ １ 付 き の 施 錠 機 構 部 ３ ５ な ど を 備 え た 錠 本 体 １
０ ０ が 埋 設 さ れ て い る 。
な お 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 把 手 ５ ０ （ ５ １ ） は 、 そ の 上 端 部 が 錠 本 体 １ ０ ０ に 設 置 さ
れ る 座 ４ に 可 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 一 方 、 そ の 下 端 部 が 扉 表 面 に 設 置 さ れ る 座 ５ に 可 動
自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
錠 ケ ー ス １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 錠 ケ ー ス 本 体 １ ａ と 、 錠 ケ ー ス 蓋 １ ｂ と 、 錠 ケ ー ス １
の 前 板 １ ｃ 、 及 び そ れ に 重 ね 合 わ さ れ る フ ロ ン ト 板 １ ｄ か ら な る 。 扉 ３ の 戸 先 側 端 部 に 該
錠 ケ ー ス １ を 埋 設 し 、 錠 ケ ー ス １ の 前 板 １ ｃ と フ ロ ン ト 板 １ ｄ と の 上 下 両 部 を 扉 ３ の 戸 先
側 端 面 に ビ ス １ ｅ で 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ と デ ッ ド ボ ル ト ９ １ は 、 戸 先
側 端 面 か ら 突 出 可 能 と さ れ る 。 な お 、 ラ ッ チ 錠 ２ ０ は 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ と ラ ッ チ バ ネ ７ な
ど か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ は 、 扉 両 面 に 取 り 付 け ら れ る 把 手 付 き ハ ン ド ル 錠 の 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 ハ
ン ド ル 錠 の 内 、 ラ ッ チ 錠 部 分 の み を 使 用 し た 場 合 の 正 面 図 で あ る 。 つ ま り 、 図 ４ は 、 扉 ３
を 正 面 か ら 見 た 状 態 の 戸 先 側 端 部 の ラ ッ チ 錠 の み の ハ ン ド ル 錠 を 示 し て お り 、 座 ４ ， ５ に
把 手 ５ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 、 扉 は 一 点 鎖 線 で 示 し て い
る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 一 対 の 把 手 ５ ０ ， ５ １ は 、 略 コ 字 形 状 で あ り 、 扉 ３ の 室 外 側 と 室 内 側
の 扉 面 （ 扉 の 表 面 又 は 裏 面 ） に 上 下 に 離 間 し て 設 け ら れ る 座 ４ ， ５ に 可 動 自 在 に 設 け ら れ
る 。 そ の 際 、 一 対 の 把 手 ５ ０ ， ５ １ は 、 錠 ケ ー ス １ を 挟 ん だ 対 称 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
な お 、 本 実 施 例 で は 、 縦 向 き に 把 手 ５ ０ ， ５ １ が 取 り 付 け ら れ る 例 に つ い て 説 明 す る が 、
横 向 き な ど で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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扉 ３ の 室 外 側 と 室 内 側 の 扉 面 （ 扉 の 表 面 又 は 裏 面 ） に は 、 上 下 に 離 間 し て 、 座 ４ ， ５ を 設
け て い る 。 室 外 側 の 座 ４ ， ５ と 室 内 側 の 座 ４ ， ５ は 、 対 称 位 置 に 配 置 さ れ る 。 外 側 把 手 ５
０ 側 の 座 ４ ， ５ に は 、 扉 ３ を 厚 さ 方 向 に ほ ぼ 貫 通 す る 取 付 柱 ６ １ が 一 体 的 に 設 け て あ り 、
こ の 取 付 柱 ６ １ の 先 端 部 に は 、 先 端 面 に 開 口 し て 雌 ね じ （ ね じ 穴 ） ６ １ ａ が 形 成 さ れ て い
る 。 従 っ て 、 そ の 雌 ね じ ６ １ ａ に 扉 ３ の 室 内 側 か ら 取 付 板 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 取 付 ネ ジ
６ ３ を ね じ 込 む こ と に よ り 、 上 側 の 座 ４ ， ４ や 下 側 の 座 ５ ， ５ は 、 扉 ３ の 内 外 の 扉 面 に 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 外 側 把 手 ５ ０ と 内 側 把 手 ５ １ は 、 押 し と 引 き の 一 方 又 は 双 方 の 操 作 が で き る よ う に 、
開 放 両 端 部 を そ れ ぞ れ 上 側 の 座 ４ と 下 側 の 座 ５ に 取 り 付 け ら れ 、 扉 ３ の 外 側 又 は 内 側 に 保
持 さ れ る 。 こ の と き 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 下 端 部 は 、 下 側 の 座 ５ ， ５ に 枢 支 ５ ０ ｂ 、 ５ １ ｂ
さ れ て い る 。 そ し て 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 上 端 部 は 、 こ れ を 軸 と し て 回 動 可 能 に 上 側 の 座 ４
， ４ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ は 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ が 反 転 す る 状 態 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ り 、 図 ６ は 、 ラ ッ チ ボ ル ト
６ の 斜 視 図 で あ る 。
ラ ッ チ 錠 ２ ０ は 、 本 発 明 で は 特 に 限 定 し な い が 、 本 実 施 例 で は 、 い わ ゆ る 反 転 式 の ラ ッ チ
ボ ル ト ６ を 用 い て い る 。 図 ５ ， ６ に 示 す よ う に 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ は 、 先 端 の 扉 閉 じ 方 向 の
面 を 傾 斜 面 ６ ａ と す る と と も に 、 扉 枠 ６ ０ に 取 り 付 け た 受 部 材 （ ス ト ラ イ キ ） ５ ５ の 係 合
孔 ９ ３ に 係 合 す る 面 を 係 合 面 ６ ｂ と し た 平 面 視 略 菱 形 で 、 後 部 の 上 下 に は 対 称 的 に 一 体 形
成 し た 膨 出 部 ６ ｃ ， ６ ｃ に 前 後 方 向 に 係 合 溝 ６ ｄ ， ６ ｄ を 形 成 し 、 後 端 部 に は ラ ッ チ バ ネ
７ の 一 端 を 嵌 入 す る た め の 傾 斜 し た 嵌 合 凹 部 ６ ｅ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 錠 ケ ー ス １ の 前 板 １ ｃ 及 び フ ロ ン ト 板 １ ｄ の 出 入 口 １ ｆ を 臨 む よ う に 、 該 出 入 口 １
ｆ か ら 錠 ケ ー ス １ 内 の 後 方 に は 断 面 コ 字 状 の バ ネ 受 ９ が 設 け ら れ 、 こ の バ ネ 受 ９ と ラ ッ チ
ボ ル ト ６ の 嵌 合 凹 部 ６ ｅ 間 に は ラ ッ チ バ ネ ７ を 設 け て い る 。 し た が っ て 、 こ の ラ ッ チ バ ネ
７ の 付 勢 力 に よ っ て 前 記 ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 前 部 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 常 時 は 錠 ケ ー ス １
の 出 入 口 １ ｆ か ら 出 没 可 能 に 突 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
錠 ケ ー ス １ 内 に は ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 施 錠 時 に 反 転 を 阻 止 す る た め の 上 下 一 対 の ロ ッ キ ン グ
ピ ー ス （ 操 作 部 材 ） １ １ ， １ １ が 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ を 挟 ん だ 状 態 で 設 け て あ り 、 い ず れ も
断 面 が 略 コ 字 状 で あ っ て 、 い ず れ も 略 中 央 部 を 錠 ケ ー ス １ の 側 板 （ 錠 ケ ー ス 蓋 １ ｂ と そ の
背 面 の 板 ） 間 に 枢 軸 １ ２ ， １ ２ で 揺 動 自 在 に 枢 支 し 、 前 端 部 に 突 出 形 成 し た 係 合 片 １ ３ ，
１ ３ が ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 係 合 溝 ６ ｄ ， ６ ｄ に 常 時 係 合 す る よ う に つ る 巻 き バ ネ １ ４ で 付 勢
さ れ て い る 。 上 記 係 合 状 態 時 に は ラ ッ チ ボ ル ト ６ は 反 転 が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
一 方 の ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ を 、 そ の 係 合 片 １ ３ が 、 ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 係 合 溝 ６ ｄ と の 係
合 を 解 除 す る 方 向 に 揺 動 （ 回 動 ） す る こ と に よ り 、 こ れ に 連 動 し て 他 方 の ロ ッ キ ン グ ピ ー
ス １ １ も 連 動 し て 揺 動 し 、 そ の 係 合 片 １ ３ も ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 他 方 の 係 合 溝 ６ ｄ か ら 離 脱
さ れ る よ う に 、 前 記 一 対 の ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ ， １ １ の 略 中 央 部 に 対 向 し て 突 設 し た 連
結 片 １ ６ ， １ ６ を ピ ン １ ５ で 枢 支 連 結 し て あ る 。 連 結 片 １ ６ ， １ ６ と し て は 、 上 部 ロ ッ キ
ン グ ピ ー ス １ １ の 一 辺 を 少 し 折 り 曲 げ 、 該 折 り 曲 げ 部 を 下 部 ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ の 断 面
コ 字 状 部 に 嵌 入 し て 、 両 連 結 片 １ ６ ， １ ６ を ピ ン １ ５ で 枢 支 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
両 ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ ， １ １ の 後 端 部 に は 係 合 部 １ ７ ， １ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 係
合 部 １ ７ ， １ ７ は 把 手 ５ ０ ， ５ １ を 保 持 す る 座 ４ ， ４ の 内 部 に 枢 支 さ れ た 作 動 部 材 ３ ０ ，
３ ０ の 作 動 部 ３ １ に よ っ て 上 下 動 す る 縦 向 き 把 手 用 の ス ラ イ ダ ー ２ ５ （ 第 １ ス ラ イ ダ ー ２
６ 、 第 ２ ス ラ イ ダ ー ２ ７ ） の 一 部 に 当 接 し て お り 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 押 し 又 は 引 き の 操 作
に よ り 作 動 部 材 ３ ０ を 介 し て ス ラ イ ダ ー ２ ５ が 上 動 又 は 下 動 し て ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ ，
１ １ を 揺 動 し 、 ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ ， １ １ の 係 合 片 １ ３ ， １ ３ を ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 係 合
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溝 ６ ｄ ， ６ ｄ か ら 離 脱 さ せ る よ う に 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 扉 面 に 取 り 付 け た 上 側 の 座 ４ ， ４ に は 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 上 端 部 に 形 成 さ れ た 連
結 部 １ ８ を 介 し て 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ が 回 動 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。 ラ ッ チ 錠 ２ ０ 側 （ 上 側
） の 座 ４ の 内 部 に は 、 前 記 作 動 部 材 ３ ０ と 一 体 形 成 又 は 固 着 さ れ た リ ン ク ３ ２ が 枢 軸 ３ ６
を 支 点 に し て 回 動 自 在 に 枢 支 さ れ て い る 。 一 方 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 下 端 部 は 、 下 側 の 座 ５
， ５ に 回 動 可 能 に 枢 支 ５ ０ ｂ ， ５ １ ｂ さ れ て い る 。 な お 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 下 端 側 に 形 成
さ れ た 下 側 の 座 ５ ， ５ の 内 部 に も 、 図 示 し て い な い が 、 上 側 の 座 ４ ， ４ と 同 様 に 作 動 部 材
３ ０ を 設 け 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 上 端 部 と 同 様 に 連 結 保 持 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 前 記 ス ラ イ ダ ー ２ ５ と ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ （ 特 に 係 合 部 １ ７ ） は 、 作 動 部 材 ３
０ に 連 動 さ れ る 操 作 部 材 ４ ０ を 構 成 す る 。 ま た 、 リ ン ク ３ ２ と 作 動 部 材 ３ ０ と ス ラ イ ダ ー
２ ５ と ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ の 係 合 部 １ ７ と は 、 作 動 機 構 １ ０ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 下 両 側 の 座 ４ ， ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 扉 面 に 対 面 す る 基 端 側 （ 錠 ケ ー ス 側 ） を 開 口
し た 断 面 矩 形 状 の 短 筒 状 で あ る 。 そ し て 、 上 側 の 座 ４ の 先 端 壁 ４ ａ に は 、 把 手 ５ ０ ， ５ １
の 連 結 部 １ ８ を 挿 入 す る た め の 孔 ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
把 手 ５ ０ ， ５ １ の 連 結 部 １ ８ を 、 座 ４ の 挿 入 孔 ４ ｂ を 経 て 座 ４ の 空 間 部 ４ ｃ に 挿 入 し 、 該
連 結 部 １ ８ の 先 端 部 と リ ン ク ３ ２ の 一 端 と を ピ ン ５ ６ で 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
作 動 部 材 ３ ０ と リ ン ク ３ ２ と は 略 Ｌ 字 状 に 一 体 形 成 さ れ て お り 、 こ の 一 体 物 を 上 側 の 座 ４
の 空 間 部 ４ ｃ 内 に 挿 入 し 、 そ の 屈 曲 部 （ 折 曲 部 ） を 該 座 ４ の 左 右 側 壁 間 に 枢 軸 ３ ６ に て 枢
支 し て 、 該 枢 軸 ３ ６ を 支 点 と し て リ ン ク ３ ２ 及 び 作 動 部 材 ３ ０ が 回 動 さ れ る よ う に し て あ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 下 端 部 は 、 下 側 の 座 ５ ， ５ に 回 動 可 能 に 枢 支 ５ ０ ｂ ， ５ １ ｂ さ れ
て い る が 、 上 側 の 座 ４ ， ４ と 同 様 に 作 動 部 材 ３ ０ を 設 け 、 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 上 端 部 と 同 様
に 連 結 保 持 さ せ る こ と も で き る 。
上 側 の 座 ４ 、 リ ン ク ３ ２ 及 び 作 動 部 材 ３ ０ の 構 造 に つ い て 外 側 把 手 ５ ０ と の 結 合 状 態 に つ
い て 説 明 し た が 、 内 側 把 手 ５ １ の 結 合 状 態 も ほ ぼ 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 の よ う な 構 成 に よ り 、 外 側 把 手 ５ ０ 及 び 内 側 把 手 ５ １ の 押 し 操 作 若 し く は 引 き 操 作 に
よ り 、 リ ン ク ３ ２ 、 作 動 部 材 ３ ０ 、 操 作 部 材 ４ ０ を 介 し て ラ ッ チ 錠 ２ ０ の 施 錠 状 態 が 解 錠
さ れ 、 開 扉 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
例 え ば 、 図 ３ で 外 側 把 手 ５ ０ を 引 き 操 作 す る と 、 把 手 ５ ０ は 下 側 の 軸 ５ ０ ｂ を 支 点 に 図 ３
の 時 計 方 向 に 回 動 し 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 側 の 座 ４ に 設 け た リ ン ク ３ ２ が 枢 軸 ３ ６ を 支
点 に 時 計 方 向 に 回 動 し 、 作 動 部 ３ １ は 、 時 計 方 向 へ 回 動 （ 上 動 ） し 、 （ 図 ２ に 示 す ） 錠 ケ
ー ス １ 内 の ラ ッ チ 錠 の 作 動 機 構 １ ０ の 第 ２ ス ラ イ ダ ー ２ ７ が 上 動 す る こ と で 下 側 の ロ ッ キ
ン グ ピ ー ス １ １ の 係 合 部 １ ７ が 上 動 さ れ 、 係 合 片 １ ３ が ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 係 合 溝 ６ ｄ か ら
離 脱 さ れ て ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 後 退 が 可 能 と な り 、 そ こ で 扉 ３ を 開 く こ と に よ り 開 扉 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 内 側 把 手 ５ １ を 押 し 操 作 す る と 、 把 手 ５ １ は 下 側 の 軸 ５ １ ｂ を 支 点 に 図 ３ の 時 計 方
向 に 回 動 し 、 上 側 の 座 ４ に 設 け た リ ン ク ３ ２ が 枢 軸 ３ ６ を 支 点 に 時 計 方 向 に 回 動 し 、 作 動
部 ３ １ は 、 時 計 方 向 へ 回 動 （ 下 動 ） し 、 ラ ッ チ 錠 の 作 動 機 構 １ ０ の 第 １ ス ラ イ ダ ー ２ ６ が
下 動 す る こ と で 上 側 の ロ ッ キ ン グ ピ ー ス １ １ の 係 合 部 １ ７ が 下 動 さ れ 、 係 合 片 １ ３ が ラ ッ
チ ボ ル ト ６ の 係 合 溝 ６ ｄ か ら 離 脱 さ れ て ラ ッ チ ボ ル ト ６ の 後 退 が 可 能 と な り 、 そ こ で 扉 ３
を 開 く こ と に よ り 開 扉 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-137841 A 2004.5.13



【 ０ ０ ３ ０ 】
外 側 把 手 ５ ０ と 内 側 把 手 ５ １ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 縦 長 の 同 一 形 状 の も の と さ れ る
。 そ し て 、 本 実 施 例 の 把 手 ５ ０ ， ５ １ の 両 端 部 に は 、 断 面 矩 形 状 の 短 筒 状 の 座 ４ ， ５ を 収
容 可 能 な 凹 部 ５ ０ ａ ， ５ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ に よ り 、 扉 ３ に 設 置 さ れ た 座 ４ ， ５ に 把 手 ５ ０ ， ５ １ を 取 り 付 け た 際 、 座 ４ ， ５ は 、
前 記 凹 部 ５ ０ ａ ， ５ １ ａ 内 に 収 容 さ れ て 、 隠 れ る の で 外 か ら 見 え る こ と が な い 。 な お 、 扉
３ の 表 面 （ 座 の 基 端 部 ） と 、 把 手 の 凹 部 の 開 口 側 端 面 と の 間 に は 、 把 手 の 操 作 が 可 能 な 微
小 な 隙 間 （ 例 え ば ４ ～ ５ ｍ ｍ ） を あ け て お り 、 そ の 部 分 に お い て の み 、 座 が 外 部 へ 露 出 す
る こ と に な る が 、 通 常 の 使 用 状 態 で は 殆 ど 見 え な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
よ っ て 、 従 来 の よ う に 、 座 ４ ， ５ の 外 周 面 等 を 把 手 と 同 様 に 、 メ ッ キ や ア ル マ イ ト そ の 他
塗 装 な ど に よ り 美 し く 仕 上 加 工 を す る 必 要 が な く な る 。 こ れ に よ り 、 座 ４ ， ５ を プ レ ス な
ど に よ り 簡 単 に 形 成 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 座 ４ ， ５ の 外 周 面 を ほ と ん ど 仕 上 加
工 す る 必 要 が な く な り 、 製 造 ・ 加 工 の 時 間 が 短 縮 さ れ る こ と で 、 全 体 と し て 極 め て 安 価 な
ハ ン ド ル 錠 を 作 る こ と が 可 能 と な り 、 従 来 に 比 べ 、 コ ス ト を 下 げ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 錠 は 、 上 記 実 施 例 の 構 成 に 限 ら ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 例 え ば
、 上 記 実 施 例 で は 、 室 外 側 の 把 手 は 、 引 き 操 作 、 室 内 側 の 把 手 は 、 押 し 操 作 と し た が 、 そ
の 逆 で あ っ て も よ い し 、 押 し 又 は 引 き の 操 作 の 両 方 可 能 な 把 手 を 備 え る ハ ン ド ル 錠 で あ っ
て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 の ハ ン ド ル 錠 に よ れ ば 、 座 の 外 周 面 等 を 把 手 と 同 様 に 、 メ ッ
キ や ア ル マ イ ト そ の 他 塗 装 な ど に よ り 美 し く 仕 上 加 工 す る 必 要 が な く 、 全 体 と し て 極 め て
安 価 な ハ ン ド ル 錠 を 製 造 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ハ ン ド ル 錠 を 外 開 き 扉 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 室 外 側 か ら 見
た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ハ ン ド ル 錠 の 錠 ケ ー ス の 一 部 を 破 断 し て 示 し た ハ ン ド ル 錠 の 正 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 扉 両 面 に 取 り 付 け ら れ た 図 １ の 把 手 付 き ハ ン ド ル 錠 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ハ ン ド ル 錠 の 内 、 ラ ッ チ 錠 部 分 の み を 使 用 し た 場 合 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の ハ ン ド ル 錠 の ラ ッ チ ボ ル ト が 反 転 す る 状 態 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の ラ ッ チ ボ ル ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ の 状 態 か ら 外 側 把 手 を 引 き 操 作 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の プ ッ シ ュ ・ プ ル 式 ハ ン ド ル 錠 を 示 し 、 一 点 鎖 線 で 示 す 扉 の 戸 先 側 か ら 見 た
側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の ハ ン ド ル 錠 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 錠 ケ ー ス
１ ａ 　 錠 ケ ー ス 本 体
１ ｂ 　 錠 ケ ー ス 蓋
１ ｃ 　 前 板
１ ｄ 　 フ ロ ン ト 板
１ ｅ 　 ビ ス
１ ｆ 　 出 入 口
２ 　 ヒ ン ジ
３ 　 扉
４ 　 上 側 （ ラ ッ チ 錠 側 ） の 座
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４ ａ 　 後 壁
４ ｂ 　 孔
４ ｃ 　 空 間 部
５ 　 下 側 の 座
６ 　 ラ ッ チ ボ ル ト
６ ａ 　 傾 斜 面
６ ｂ 　 係 合 面
６ ｃ 　 膨 出 部
６ ｄ 　 係 合 溝
６ ｅ 　 嵌 合 凹 部
７ 　 ラ ッ チ バ ネ
９ 　 バ ネ 受
１ ０ 　 作 動 機 構
１ １ 　 ロ ッ キ ン グ ピ ー ス （ 操 作 部 材 ）
１ ２ 　 枢 軸
１ ３ 　 係 合 片
１ ４ 　 つ る 巻 き バ ネ
１ ５ 　 ピ ン
１ ６ 　 連 結 片
１ ７ 　 係 合 部 （ 操 作 部 材 ）
１ ８ 　 連 結 部
２ ０ 　 ラ ッ チ 錠
２ ５ 　 ス ラ イ ダ ー （ 操 作 部 材 ）
２ ６ 　 第 １ ス ラ イ ダ ー
２ ７ 　 第 ２ ス ラ イ ダ ー
３ ０ 　 作 動 部 材
３ １ 　 作 動 部
３ ２ 　 リ ン ク
３ ６ 　 枢 軸
３ ５ 　 本 施 錠 機 構 部
４ ０ 　 操 作 部 材
５ ０ 　 （ 外 側 ） 把 手
５ １ 　 （ 内 側 ） 把 手
５ ５ 　 受 部 材 （ ス ト ラ イ キ ）
５ ６ 　 ピ ン
６ ０ 　 扉 枠
６ １ 　 取 付 柱
６ １ ａ 　 雌 ね じ
６ ３ 　 取 付 ネ ジ
９ ０ 　 シ リ ン ダ ー
９ １ 　 デ ッ ド ボ ル ト
９ ３ 　 係 合 孔
１ ０ ０ 　 錠 本 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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